
　沼宮内中卒業証書授与式は３月 13日、同校
体育館で行われ、61 人の卒業生が菅原雅之校
長から卒業証書を受領。門出の季節を迎えた
卒業生は、力強く新たなステージへの一歩を
踏み出します。（関連記事 14㌻）
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営
を
念
頭
に
置
き
、
財
政
計
画
を

十
分
に
検
討
し
な
が
ら
推
進
し
ま

す
。

　

特
に
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
「
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画
」
の
策
定
を

進
め
、
長
寿
命
化
改
修
等
を
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
影
響
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
が
今
後
も
見
込
ま
れ

る
中
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
効
率
化
、
合
理
化
な
ど
に

よ
る
歳
出
の
抑
制
を
図
り
つ
つ

な
ど
、
一
層
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
ま
す
。

　

通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
企

業
、
商
業
に
と
っ
て
も
、
若
者
の

地
元
定
着
あ
る
い
は
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
を
促
進
す
る
た
め
に
も
重
要
で

あ
り
、
災
害
情
報
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業

な
ど
幅
広
い
利
用
が
見
込
ま
れ
、

「
持
続
発
展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
令
和
２
年
度
は
、
現
在
策

定
し
て
い
る
「
岩
手
町
地
域
情
報

化
計
画
」
に
基
づ
き
、
光
フ
ァ
イ

バ
未
整
備
地
区
を
対
象
に
超
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
可
能
な

「
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
」

令
和
２
年
度

　

施
政
方
針

　

３
月
３
日
か
ら

　

３
月
３
日
か
ら
1616
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
令
和
２
年
第
１

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
令
和
２
年
第
１

回
町
議
会
定
例
会
で
、
佐
々
木
光
司
町
長
は
令
和
２
年
度

回
町
議
会
定
例
会
で
、
佐
々
木
光
司
町
長
は
令
和
２
年
度

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
す
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
す
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま

し
た
。
町
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
を
お
知
ら
せ

し
た
。
町
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
次
世
代
に
継

承
で
き
る
力
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
▽
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
▽

人
口
減
少
対
策
、
▽
ふ
る
さ
と
納

税
10
倍
、
▽
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
様
々
な
分
野
で
変

革
、
改
革
の
新
し
い
種
を
ま
い
た

年
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
現
岩
手
町
総

合
発
展
計
画
の
最
終
年
度
と
な
り

ま
す
。
計
画
に
掲
げ
る
重
点
事
項

に
加
え
、
持
続
発
展
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
新
た
に
３
つ
の
戦

略
の
柱
を
掲
げ
て
進
め
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
（
※
１
）」
で
す
。
人
材
育
成

や
関
係
人
口
の
創
出
な
ど
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
み
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

創
っ
て
い
く
」
そ
う
い
っ
た
気
運

を
今
ま
で
以
上
に
高
め
ま
す
。

　

２
つ
目
は
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
※
２
）」
で
す
。
岩
手
町
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
し
、
他
の
自
治
体
と
の

差
別
化
、
町
の
魅
力
向
上
及
び
情

報
発
信
な
ど
の
施
策
を
通
じ
て

「
選
ば
れ
る
自
治
体
」
に
な
る
た

め
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・

デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）（
※
３
）」
で

す
。
急
激
な
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
次
世
代
に
引
き

継
が
れ
る
持
続
発
展
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

２
０
１
５
年
に
採
択
さ
れ
た
17

の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
で

す
。
地
球
上
の
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
を
理
念
と
す
る
普
遍
的

な
世
界
の
共
通
課
題
に
対
し
設
定

さ
れ
た
目
標
で
あ
り
、
現
在
、
官

民
問
わ
ず
世
界
中
で
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国

の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
２
０
１
９
」
に
対
応
し
た
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業
を
積
極
的
に
展

開
す
る
と
と
も
に
、
次
期
総
合
発

展
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

岩
手
町
が
50
年
以
上
取
り
組
ん

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

３
つ
の
戦
略
を
柱
に
据
え

で
き
た
「
町
技
ホ
ッ
ケ
ー
」
に

お
い
て
は
、
２
０
２
０
年
東
京

五
輪
日
本
代
表
の
男
子
、
女
子

チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
に
町
出
身
の
選

手
が
候
補
に
名
を
連
ね
て
お
り
、

２
０
０
８
年
北
京
、
２
０
１
２
年

ロ
ン
ド
ン
に
続
く
３
度
目
の
、
さ

ら
に
町
初
と
な
る
複
数
の
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
誕
生
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
東
京
五
輪
に
出
場
す
る

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
と
交
渉
し
た

結
果
、
選
手
と
住
民
が
交
流
を
図

る
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
」
を
果

た
し
た
ほ
か
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
代

表
女
子
チ
ー
ム
に
よ
る
事
前
キ
ャ

ン
プ
実
施
の
覚
書
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
将
来

に
わ
た
り
、
様
々
な
交
流
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
７
月
に
は
、
石
神
の
丘

美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
お
り
、
多
く
の
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

「
花
と
ア
ー
ト
」
の
魅
力
を
最
大

限
に
引
き
出
し
ま
す
。
ま
た
、
美

術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ

て
、
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
全
体

に
つ
い
て
も
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
視

覚
的
イ
メ
ー
ジ
を
統
一
し
、
ロ
ゴ

タ
イ
プ
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見
直
す

に
着
手
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、「
住
民
満
足

度
を
10
倍
に
」
と
の
公
約
実
現
に

向
け
、
刻
々
と
変
化
す
る
時
代
に

対
応
す
る
た
め
行
政
組
織
の
機
構

改
革
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
職

員
体
制
の
充
実
を
図
り
、
社
会
課

題
を
解
決
で
き
る
実
践
力
や
政
策

立
案
能
力
の
向
上
を
図
る
研
修
へ

の
参
加
な
ど
、
職
員
の
資
質
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

町
の
財
政
指
標
は
、
実
質
公
債

費
比
率
は
平
成
23
年
度
の
17
・
６

㌫
か
ら
同
30
年
度
は
９
・
３
㌫
、

将
来
負
担
比
率
は
同
23
年
度
の

１
０
２
・
６
㌫
か
ら
同
30
年
度
は

39
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
指
数
は
年
々
改
善
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
へ
の
対
応
、
公
共
施
設
や
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
老
朽
化
対
策
及
び
安

全
性
の
確
保
な
ど
、
喫
緊
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す

る
施
策
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付

税
措
置
の
あ
る
有
利
な
地
方
債
を

活
用
し
つ
つ
、
地
方
債
残
高
の
急

激
な
増
加
を
抑
制
す
る
よ
う
努
め

る
な
ど
、
今
後
も
健
全
な
財
政
運

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と

健
全
な
行
政
経
営
の
推
進

次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る

積
極
的
な
取
り
組
み
を

シビックプライド…
※１

ブランディング……
※２

ＳＤＧｓ……………
※３

Society 5.0 ………
※４

も
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、「
次

世
代
に
引
き
継
が
れ
る
持
続
発
展

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
た
施
策
の
推
進
に
一
層
努
め

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
短
期
間
で
時
代
は
大

き
く
変
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ま
す
。「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
（
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
）
５
・
０
（
※
４
）」、

い
わ
ゆ
る
「
創
造
社
会
」
と
言
わ

れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
次
世
代
を

担
う
人
材
育
成
と
し
て
、
岩
手
町

な
ら
で
は
の
「
ひ
と
づ
く
り
」
を

進
め
、
持
続
発
展
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
一
歩
を
踏
み
出
す
１
年
と

な
る
よ
う
、
ま
い
進
し
ま
す
。

交
流
と
に
ぎ
わ
い
創
出

通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
も

町や地域に対する誇りや郷土愛のこ
と。単に地域に対する愛着を示すだけ
の言葉ではなく、権利と義務を持って
主体的に活動することで育まれる町民
性を含み、「住み続けたい、幸せを実
感できる、一人一人が生き生きと暮ら
すことができる」といった意識につな
がるもの

ブランドとして認知されていないもの
の価値を高めることでブランドに育て
上げること。情報や共通認識を通じて
価値を高めることで生じるもので、「岩
手町といったら○○」といったシンボ
ルとなるイメージを作り上げる活動そ
のもの

Sustainable Development Goals（ 持
続可能な開発目標）の略。国連サミッ
トで採択された 2016 年～ 2030 年の
15 年間で達成するために掲げられた
目標のこと。17 の大きな項目が掲げ
られ、環境や気候変動、働きがいや経
済成長など、開発途上国も先進国も共
通して取り組むべき目標。日本では、
政府がアクションプランを立て推進し
ており、2019 年からは地方創生の分
野に関連付けて進められている

狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（同
2.0）、工業社会（同3.0）情報社会（同4.0）
に続く新たな社会を指す言葉。日本が
目指すべき未来社会の姿として「サイ
バー（仮想）空間と現実空間を高度に
融合させたシステム」により、経済の
発展と社会課題の解決を両立させる人
間中心の社会のこと。

まちづくりへの決意を語る佐々木光司町長
（３月３日、令和２年第１回町議会定例会）

◇用語の解説◇
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令和２年度一般会計歳出予算額　

83億71万円
令和２年度一般会計歳入予算額　

83億71万円

◎歳入の内訳
令
和
２
年
度

 
町
の
予
算

　

歳
入
は
、
自
主
財
源
と
依
存
財

源
に
分
か
れ
ま
す
。自
主
財
源
は
、

町
税
な
ど
町
が
独
自
に
集
め
る
こ

と
が
で
き
る
財
源
の
こ
と
で
す
。

一
方
、
依
存
財
源
は
、
地
方
自
治

が
適
切
に
運
営
で
き
る
よ
う
国
が

各
自
治
体
に
国
税
の
一
定
割
合
を

交
付
す
る
お
金
（
地
方
交
付
税
）

や
、国
や
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
、

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
な
ど
で

す
。
自
主
財
源
の
比
率
が
大
き
い

ほ
ど
、
財
政
運
営
の
自
主
性
や
安

定
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
自
主
財
源
比
率
は
25
・
１
㌫

と
な
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
目
的
別
で
は
支
出
割

合
の
大
き
い
順
に
民
生
費
、
総
務

費
、教
育
費
と
続
き
ま
す
。
ま
た
、

性
質
別
で
は
、
物
件
費
、
普
通
建

設
事
業
費
、
人
件
費
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
等
は
、
町
が
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
、
一

般
会
計
と
は
別
に
収
支
経
理
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
き
に
設
け
ら
れ

る
会
計
で
す
。
町
の
特
別
会
計
等

町税町税
15億 1,545 万円15億 1,545 万円

18.3%18.3%

諸収入等諸収入等
5億 6,942 万円5億 6,942 万円

6.8%6.8%

地方交付税地方交付税
32億 3,169 万円32億 3,169 万円

38.9%38.9%

町債町債
13億 2,233 万円13億 2,233 万円

15.9%15.9%

国庫支出金国庫支出金
７億 539万円７億 539万円

8.5%8.5%

県支出金県支出金
4億 7,738 万円4億 7,738 万円

5.8%5.8%

地方譲与税地方譲与税
１億 5,669 万円１億 5,669 万円

1.9%1.9%

その他その他
３億 2,236 万円３億 2,236 万円

3.9%3.9%

一
般
会
計
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
な
予

算
で
す
。
本
年
度
の
総
額
は
83
億
71
万
円
で
前
年

度
を
４
億
６
６
０
９
万
円
（
５
・
９
㌫
）
上
回
っ

て
い
ま
す
。

◎歳出の内訳

民生費民生費
19億 2,230 万円19億 2,230 万円

23.2%23.2%

総務費総務費
12億 7,416 万円12億 7,416 万円

15.4%15.4%

教育費教育費
12億 3,940 万円12億 3,940 万円

14.9%14.9%
衛生費衛生費

9億 8,565 万円9億 8,565 万円
11.9%11.9%

公債費公債費
9億 1,330 万円9億 1,330 万円

11.0%11.0%

土木費土木費
9億 671万円9億 671万円
10.9%10.9%

農林水産業費農林水産業費
４億 1,485 万円４億 1,485 万円

5.0%5.0%

消防費消防費
3億 6,917 万円3億 6,917 万円

4.4%4.4%

その他その他
２億 7,517 万円２億 7,517 万円

3.3%3.3%

▽ 町民１人当たりの
歳出予算額

およそ
63万3,110円です。
民生費
・・・約 14万 6,617 円

総務費
・・・約 9万 7,183 円

教育費
・・・約 9万 4,531 円

衛生費
・・・約７万 5,177 円

公債費
・・・約６万 9,659 円

土木費
・・・約６万 9,156 円

農林水産業費
・・・約３万 1,641 円

消防費
・・・約２万 8,157 円

その他
・・・約２万 988円

※令和２年 2月末日現在の
人口 13,111 人で算出

一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
等
予
算

は
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
、
戸
別
浄
化
槽
、
下
水
道

事
業
、
水
道
事
業
の
５
つ
。
本
年

度
の
特
別
会
計
等
予
算
の
総
額
は

28
億
１
６
８
１
万
円
で
す
。

会 計 名 予 算 額 説　明
一　般　会　計 83億 71万円 特別会計を除く全般的な経費を計上

国民健康保険特別会計 16億 3,427 万円 国民健康保険に関わる経費を計上
後期高齢者医療特別会計 1億 4,850 万円 後期高齢者の医療に関わる経費を計上
戸別浄化槽事業特別会計 3,227 万円 戸別浄化槽の設置に関わる経費を計上
下水道事業会計 5億 508万円 下水道に関わる経費を計上
水道事業会計 4億 9,669 万円 上水道に関わる経費を計上
合　　　計 111億 1,752 万円 岩手町全体の予算額

　

基
金
と
は
、
町
が
計
画
的
な
財

政
運
営
や
災
害
な
ど
に
備
え
る
積

立
金
の
こ
と
で
す
。
急
激
な
税
収

の
減
少
や
災
害
に
よ
る
支
出
増

加
に
対
応
す
る
財
政
調
整
基
金

や
借
金
返
済
に
使
う
減
債
基
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
財
政
調
整

基
金
の
令
和
元
年
度
町
残
高
は
、

14
億
６
９
４
万
円
に
な
る
見
込
み

で
す
。

　

町
債
と
は
、
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
の
た
め
に
国
か
ら
特
別
に
認

め
ら
れ
て
調
達
で
き
る
借
金
の
こ

と
で
す
。
一
般
会
計
に
お
け
る
町

債
残
高
は
、
平
成
15
年
が
ピ
ー
ク

で
１
４
８
億
９
５
８
６
万
円
あ
り

ま
し
た
が
、
近
年
は
残
高
の
削

減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
令
和
元
年
度
決
算
で
は

87
億
８
３
８
７
万
円
と
な
る
見
込

み
で
、
町
民
１
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
約
67
万
円
に
な
り
ま
す

（
令
和
２
年
２
月
末
日
の
人
口
で

算
出
）。

　

本
年
度
の
公
債
費
（
返
済
分
）

は
９
億
１
３
３
０
万
円
で
、
一
般

会
計
歳
出
の
11
㌫
を
占
め
ま
す
。

基
金
の
状
況

町
債
の
状
況

本
年
度
は
、
13
億
２
２
３
３
万
円

の
町
債
が
道
路
整
備
事
業
や
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
等
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
令
和
２
年
度
当
初
予
算

に
基
づ
く
、
当
該
年
度
末
残
高
は

前
年
度
予
算
か
ら
の
繰
り
越
し
分

を
含
め
て
92
億
３
５
５
６
万
円
に

な
る
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
等
予
算
で

は
、
戸
別
浄
化
槽
事
業
や
下
水
道

施
設
整
備
事
業
、
上
下
水
道
施
設

整
備
事
業
で
町
債
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

0
20 億円
40 億円
60 億円
80 億円
100 億円
120 億円

84 億84億
3,253 万円3,253 万円

85億85億
13万円13万円

87億87億
8,665 万円8,665 万円

91億91億
418万円418万円

94億94億
772万円772万円

97億97億
2,000万円2,000万円

101億101億
9,862万円9,862万円

87億87億
8,387 万円8,387 万円
（見込）（見込）
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令和２年度令和２年度

町の主要事業町の主要事業

１
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
充
実

２
産
業
の
振
興

　令和２年度の町全体の当初予算額は 111 億 1752 万円。
町の未来のために使われる大切な予算がどのように活用
されるのか、町がどのような事業を推進するのかを皆さ
んに理解してもらえるように、町総合発展計画６つの大
綱ごとに解説します。主な施策と役場の担当課、予算額
などは次のとおりです。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
が
健
康
保
険
税

を
負
担
し
合
い
、
病
院
な
ど

に
か
か
る
と
き
の
医
療
費
に

充
て
る
支
え
合
い
の
制
度
で

す
。
病
院
な
ど
で
受
診
し
た

と
き
の
医
療
費
の
う
ち
７
割

を
負
担
し
ま
す
。

　

子
ど
も
や
妊
産
婦
、
障
が

い
者
な
ど
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
、
経
済
的
な
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
医
療

費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

と
前
期
高
齢
者
で
障
害
の
あ

る
人
を
被
保
険
者
と
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を
運
営

す
る
た
め
、
負
担
金
を
支
出

し
ま
す
。

　

優
し
さ
と
連
携
に
よ
る
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
充
実
の

た
め
、
健
康
の
増
進
や
高
齢
者
の
生
活
支
援
、
子
育
て
世

代
へ
の
応
援
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
町
民
課

国
民
健
康
保
険
事
業
…

（
16
億
３
４
２
７
万
円
）

医
療
費
助
成
事
業
…

（
８
４
５
０
万
円
）

後
期
高
齢
者
医
療

運
営
事
業
…

（
１
億
８
０
１
６
万
円
）

　

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
新
規

就
農
者
を
対
象
に
給
付
金
を

交
付
し
、
親
元
就
農
な
ど
に

対
し
て
将
来
の
担
い
手
確
保

育
成
に
向
け
た
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

生
産
者
の
所
得
確
保
の
た

め
キ
ャ
ベ
ツ
と
レ
タ
ス
の
出

荷
額
が
一
定
の
水
準
を
下

回
っ
た
場
合
に
価
格
を
補
完

し
ま
す
。

　

消
費
者
が
求
め
る
米
づ
く

り
の
推
進
と
他
品
目
を
組
み

合
わ
せ
た
転
作
の
産
地
づ
く

り
に
よ
り
、
強
い
水
田
農
業

基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

　

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
基
本
に
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
と
集
約
化
を
促
進

し
、
農
地
の
有
効
利
用
や
農

業
経
営
の
効
率
化
を
後
押
し

し
ま
す
。

　

民
有
林
の
整
備
や
環
境
保

全
の
た
め
、
間
伐
や
再
造
林

な
ど
の
経
費
の
一
部
を
森
林

所
有
者
に
助
成
し
ま
す
。

▽
農
林
課

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
…

（
６
７
５
万
円
）

野
菜
価
格
補
完
制
度
事
業
…

（
１
５
０
０
万
円
）

輝
く
産
地
づ
く
り
事
業
…

（
３
１
８
万
円
）

農
地
中
間
管
理
事
業
…

（
２
０
７
０
万
円
）

民
有
林
整
備
事
業
…

（
４
１
６
万
円
）

　

活
力
と
安
心
を
創
出
す
る
産
業
振
興
の
た
め
、
農
林
畜

産
業
振
興
や
商
工
業
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
井
・
浮
島
両
地
区
で

実
施
予
定
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

を
実
践
す
る
実
行
委
員
会
の

運
営
費
を
補
助
し
ま
す
。

　

一
方
井
地
区
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
の
展
望
台
付
近
に
巨
大
と

う
も
ろ
こ
し
迷
路
を
作
製

し
、
全
国
で
も
最
先
端
の
農

業
観
光
の
取
り
組
み
を
展
開

し
ま
す
。

田
ん
ぼ
ア
ー
ト

実
践
支
援
事
業
…

（
２
７
７
万
円
）

農
業
観
光

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
…

（
２
０
０
万
円
）

【
国
民
健
康
保
険
の
主
な
事
業
と
事
業
費
】

　

◇
保
険
給
付
事
業 

　

11
億
２
０
７
５
万
円

　

◇
出
産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費 

５
１
０
万
円

　

◇
保
健
事
業 

２
０
０
０
万
円

　

◇
高
額
療
養
費
貸
付
基
金 

５
０
０
万
円町の主要産業のひとつである農業分野にもさまさまな予算が使われています

　

日
本
人
の
死
亡
原
因
第
１

位
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減

ら
す
た
め
、
が
ん
検
診
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
、
各
種
健
康
教
育
や
健
康

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
軽
減
の
た
め
、
入
学
準
備

の
応
援
と
し
て
、
対
象
児
童

生
徒
１
人
に
つ
き
、
３
万
円

分
の
町
共
通
商
品
券
を
給
付

し
ま
す
。

　

町
や
自
治
振
興
会
、
民
間

事
業
所
な
ど
が
協
力
し
、
高

齢
者
の
見
守
り
や
生
活
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
保
健
師
、
社
会
福

祉
士
な
ど
を
配
し
た
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
介
護
予

防
支
援
業
務
や
高
齢
者
の
健

康
、
福
祉
や
介
護
に
関
す
る

相
談
業
務
、
権
利
擁
護
支
援

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

家
庭
環
境
や
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
、
自
宅
で
擁
護
を

受
け
る
の
が
困
難
な
お
年
寄

り
に
対
し
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
入
所
保
護
し
て
高
齢
者

福
祉
向
上
に
努
め
ま
す
。

▽
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
事
業
…

（
４
６
４
２
万
円
）

入
学
準
備
応
援
事
業
…

（
７
１
１
万
円
）

▽
長
寿
介
護
課

安
心
生
活
あ
い
ネ
ッ
ト
事
業
…

（
５
２
０
万
円
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
…

（
１
６
４
５
万
円
）

老
人
保
護
措
置
事
業
…

（
４
６
７
２
万
円
）　

工
芸
・
民
芸
品
な
ど
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
や
す
い

ア
ー
ト
作
品
を
中
心
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交
流
人

口
の
増
加
と
観
光
産
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

夏
ま
つ
り
、
秋
ま
つ
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
支
援

し
、
交
流
人
口
増
加
に
よ
る

町
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

雇
用
拡
大
と
定
住
促
進
の

た
め
、
35
歳
未
満
の
若
年
層

を
雇
用
し
た
事
業
主
を
対
象

に
就
職
支
援
奨
励
金
を
交

付
。
ま
た
、
新
規
雇
用
者
な

ど
の
能
力
向
上
を
図
る
た
め

の
研
修
を
実
施
す
る
事
業
主

に
対
し
て
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
推

進
を
図
る
た
め
基
本
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

　

起
業
で
き
る
人
材
の
育

成
、
起
業
に
向
け
た
支
援
を

実
施
し
ま
す
。
町
内
で
の
起

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▽
企
画
商
工
課

ク
ラ
フ
ト
市
開
催
事
業
…

（
１
５
２
万
円
）

観
光
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
事
業
…

（
３
４
３
万
円
）

雇
用
創
出
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
…

（
２
６
０
万
円
）

中
小
企
業
・
小
規
模
起
業

振
興
基
本
計
画
策
定
事
業
…

（
１
５
２
万
円
）

▽
み
ら
い
創
造
課

起
業
支
援
事
業
…

（
１
４
９
５
万
円
）



2020 年４月１日広報いわてまちNo.730 ／ 89 ／ 2020 年４月１日広報いわてまちNo.730

４
社
会
基
盤
の
整
備

　

機
能
的
連
携
を
促
進
社
会
基
盤
整
備
の
た
め
、
町
道
や

橋
梁
の
維
持
や
整
備
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

道
路
の
拡
幅
や
歩
道
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
行

の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

▽
建
設
課

道
路
改
良
事
業
…

（
３
億
４
０
２
４
万
円
）　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
の
維
持
管

理
を
行
い
、
犯
罪
の
無
い
安

心
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
空
き
家
等
対
策
計
画
に

基
づ
き
、
適
切
な
空
き
家
の

管
理
や
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど

を
活
用
し
、
良
好
な
住
環
境

の
整
備
や
空
き
家
の
有
効
活

用
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
水
を
届
け
る

た
め
に
設
備
の
点
検
や
老
朽

化
し
た
施
設
の
更
新
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
配
水
管
調
査

を
実
施
し
、
漏
水
個
所
の
早

期
発
見
・
修
繕
に
努
め
ま
す
。

　

き
れ
い
な
川
や
水
路
を
守

り
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え

る
た
め
各
家
庭
か
ら
の
排
水

を
処
理
し
て
い
ま
す
。
利
用

で
き
る
区
域
は
沼
宮
内
地
区

と
川
口
地
区
の
一
部
で
、
本

年
度
も
汚
水
管
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

公
共
用
水
域
の
水
質
や
生

活
環
境
を
守
る
た
め
、
公
共

下
水
道
区
域
を
除
く
町
内
全

域
の
浄
化
槽
設
置
者
に
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

町
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境

向
上
の
た
め
、
住
宅
な
ど
の

街
路
灯
維
持
管
理
事
業
…

（
１
１
９
７
万
円
）

▽
建
設
課

空
き
家
対
策
事
業
…

（
４
１
２
万
円
）

▽
水
道
事
業
所

上
水
道
施
設
整
備
事
業
…

（
１
億
６
５
８
万
円
）

下
水
道
施
設
整
備
事
業
…

（
９
８
８
３
万
円
）

浄
化
槽
整
備
事
業
…

（
１
８
２
６
万
円
）

水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
…

（
２
０
０
万
円
）

▽
町
民
課

ご
み
処
理
事
業
…

（
１
億
７
７
４
２
万
円
）

３
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

子
ど
も
が
輝
き
、
大
人
が
と
も
に
学
び
と
も
に
楽
し
む

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
学
校

教
育
の
充
実
、
学
校
施
設
の
補
修
、
東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
事
業
の
推
進
、
石
神
の
丘
美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

整
備
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

東
京
五
輪
事
前
キ
ャ
ン
プ

や
事
後
交
流
を
通
し
て
国
際

交
流
が
進
む
よ
う
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

新
た
な
ア
ー
ト
ガ
ー
デ
ン

と
し
て
石
神
の
丘
美
術
館
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
町
ホ
ッ
ケ
ー

場
の
人
工
芝
張
替
工
事
や
野

球
場
や
柔
剣
道
場
ト
イ
レ
の

洋
式
化
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
配
置
し
、

注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
、

学
習
障
害
な
ど
、
個
別
の
配

慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

の
学
習
・
学
校
生
活
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

沼
宮
内
小
体
育
館
の
改
修

な
ど
を
行
い
、
教
育
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

▽
社
会
教
育
課

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

国
際
交
流
事
業
…

（
１
２
２
６
万
円
）

ア
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
整
備
事
業
…

（
１
７
０
０
万
円
）

総
合
運
動
公
園

施
設
整
備
事
業
…

（
１
億
９
７
２
０
万
円
）

▽
学
校
教
育
課

特
別
支
援
等
教
育
事
業
…

（
２
５
０
７
万
円
）

学
校
施
設
等
整
備
事
業
…

（
１
億
７
４
６
９
万
円
）　

橋
梁
の
定
期
的
な
点
検
を

実
施
し
な
が
ら
計
画
的
に
補

修
し
、
橋
の
長
寿
命
化
を
図

り
ま
す
。（
橋
梁
点
検
と
設

計
、
橋
梁
補
修
各
５
カ
所
）

　

壊
れ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
補
修
や
未
舗
装
道
を
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
壊
れ
た

側
溝
の
補
修
や
土
側
溝
の
整

備
を
実
施
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
未
整
備
地
域
へ

高
速
・
大
容
量
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
民
設
民
営
に
よ
る

整
備
を
図
り
ま
す
。

　

交
通
不
便
地
域
の
公
共
交

通
と
し
て
あ
い
あ
い
バ
ス
と

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行

し
ま
す
。

橋
梁
維
持
事
業
…

（
８
７
０
０
万
円
）

道
路
維
持
事
業
…

（
７
４
６
０
万
円
）

▽
企
画
商
工
課

高
度
無
線
環
境

整
備
推
進
事
業
…

（
１
億
８
８
１
９
万
円
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等

運
行
事
業
…

（
８
４
１
万
円
）

改良工事が進められる雪浦地区の町道の写真と工事箇所

６
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
財
政
健
全
運
営

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
、

持
続
発
展
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
岩
手

町
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
町
を

支
え
る
人
材
の
育
成
、
公
共

施
設
の
利
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
、
自
主
財
源
確
保
と
地

場
産
品
の
開
発
、
全
国
に
向

け
た
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

老
朽
化
が
著
し
い
町
長
車

を
更
新
し
ま
す
。
低
公
害
で

維
持
管
理
費
負
担
を
軽
減
で

き
る
車
種
を
選
択
。
町
長
の

公
務
以
外
に
も
活
用
し
ま
す
。

▽
み
ら
い
創
造
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
…

（
２
２
４
９
万
円
）

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
事
業
…

（
３
３
６
１
万
円
）

▽
総
務
課

公
用
車
更
新
事
業
…

（
６
０
０
万
円
）

【
本
年
度
の
実
施
予
定
箇
所
】

▽
雪
浦
線
（
雪
浦
橋
か
ら
雪
浦
地
区
へ
向
か
う
区
間
）　

▽
境
田
支
線
１
号
（
県
道
川
口
停
車
場
線
か
ら
境
田
地
区

へ
向
か
う
区
間
）　

▽
野
原
滝
線
（
国
道
４
号
か
ら
丹
藤

踏
切
へ
向
か
う
区
間
）　

▽
沼
宮
内
一
方
井
線
（
太
田
地

区
の
交
差
点
か
ら
新
太
田
橋
の
区
間
）　

▽
白
椛
大
渡
線

（
万
部
地
区
か
ら
大
渡
地
区
の
区
間
）　

▽
黒
内
線
（
主
要

５
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

　

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
の
た
め
、
空
き
家
対

策
や
上
下
水
道
の
施
設
整
備
、
ご
み
の
減
量
化
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

取
得
か
ら
26
年
以
上
経
過

し
、
老
朽
化
し
た
消
防
ポ
ン

プ
車
を
更
新
し
ま
す
。

▽
総
務
課

消
防
車
両
購
入
等
事
業
…

（
２
５
０
８
万
円
）

水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

適
正
な
処
理
に
よ
る
ご
み

の
減
量
と
資
源
化
を
進
め
、

排
出
さ
れ
る
家
庭
ご
み
を
15

分
類
し
、
分
別
収
集
運
搬
を

行
い
ま
す
。

　

指
定
避
難
所
な
ど
の
拠
点

と
な
る
公
民
館
の
施
設
補
修

な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、
施

設
の
維
持
保
全
と
環
境
整
備

を
行
い
ま
す
。

　

読
書
を
通
じ
た
潤
い
と
ゆ

と
り
あ
る
生
活
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
郷
土
資
料
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
情
報
資
料
の

収
集
や
趣
味
、
娯
楽
、
絵
本

な
ど
の
図
書
を
購
入
し
、
蔵

書
の
充
実
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

視
聴
覚
資
料
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

▽
中
央
公
民
館

公
民
館
等
施
設
整
備
事
業
…

（
４
３
０
０
万
円
）

▽
町
立
図
書
館

図
書
等
の
購
入
費
…

（
３
９
８
万
円
）

　

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
健
全
な
行
政
経
営
の
推
進

の
た
め
、
地
域
づ
く
り
や
住
民
自
治
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
方
道
岩
手
平
舘
線
か
ら
葉
木
田
地
区
へ
向
か
う
区
間
）

　

▽
土
滝
線
（
県
道
藪
川
川
口
線
か
ら
土
滝
地
区
へ
向
か

う
区
間
）　

▽
北
上
線
（
北
上
集
会
所
か
ら
門
ノ
沢
に
向

か
う
区
間
）　

▽
尾
呂
部
朽
木
林
線
（
尾
呂
部
橋
か
ら
水

堀
保
育
所
に
向
か
う
区
間
）　

▽
大
渡
子
九
十
線
（
県
道

藪
川
川
口
線
か
ら
大
渡
地
区
公
葬
地
へ
向
か
う
区
間
）
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人
事
異
動

人
事
異
動

各
課
の
配
置

各
課
の
配
置

町
職
員
の

町
職
員
の

令
和
令
和
２２
年
度
年
度

所　

属

職　

名

氏　
　

名

町
民
課

課
長

高
村　

伸
男

課
長
補
佐
兼
環
境
係
長

高
橋　

真
樹

戸
籍
住
民
係
長

北
舘　

晶
子

国
保
年
金
係
長

田
村　

秀
彦

課
員

金
沢　

勇
貴

滝
川　

倫

高
橋　

暁
子

丹
内　

真
子

滝
沢　

璃
菜

三
浦　

樹
弥

畑
山　

知
加

健
康
福
祉
課

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

山
口　

重
子

課
長
補
佐
（
地
域
医
療
対
策
担
当
）

笹
渡　

輝
昭

保
健
師
長
兼
健
康
推
進
係
長

鈴
木　

智
子

子
育
て
支
援
係
長

岩
崎　

裕
樹

福
祉
支
援
係
長

平
野　

祐
子

主
任
栄
養
士

遠
藤　

美
恵

山
本　

め
ぐ
み

保
健
師

伊
藤　

晴
香

千
葉　

珠
里

瀬
川　

麦
穂

課
員

松
田　

伸

大
沢　

季
子

三
浦　

祐
介

細
野　

清
範

長
寿
介
護
課

課
長

民
部
田　

政
彦

課
長
補
佐
兼
高
齢
者
福
祉
係
長

山
本　

博
幸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

柵
山　

実

同
主
任
保
健
師
兼
主
査

道
ノ
下 

る
み
子

同
主
任
保
健
師

畠
山　

茜

保
健
師

遠
藤　

佐
知
子

課
員

早
坂　

真
奈
美

山
口　

裕
美

税
務
会
計
課

会
計
管
理
者
兼
課
長

田
村　

寿

課
長
補
佐

須
賀　

太
仁
子

課
税
資
産
係
長

志
田　

順
悦

収
納
係
長

田
中　

盛
夫

会
計
係
長

西
島　

佳
苗
子

課
員

柴
田　

直
樹

八
戸　

美
和
子

滝
川　

昌
洋　

田
村　

律
子

大
宮　

空

【
係
長
級
】
▽
企
画
商
工
課
企
画
広
報
係
長　

高
橋
宗
介
（
農
林
課
農
業
振
興
係
長
）
▽
町
民

課
戸
籍
住
民
係
長　

北
舘
晶
子
（
町
民
課
戸
籍

住
民
係
主
査
）
▽
町
民
課
国
保
年
金
係
長　

田

村
秀
彦
（
町
民
課
国
保
年
金
係
主
査
）　

▽
健

康
福
祉
課
福
祉
支
援
係
長　

平
野
祐
子
（
町
民

課
戸
籍
住
民
係
長
）　

▽
健
康
福
祉
課
保
健
師

長
兼
健
康
推
進
係
長　

鈴
木
智
子
（
健
康
福
祉

課
健
康
推
進
係
主
任
保
健
師
兼
主
査
）　

▽
税

務
会
計
課
収
納
係
長　

田
中
盛
夫
（
建
設
課
都

市
住
宅
係
長
）
▽
農
林
課
農
業
振
興
係
長　

藤

沢
祐
介
（
町
民
課
国
保
年
金
係
長
）
▽
農
林
課

林
務
畜
産
係
長　

丹
内
貴
明
（
議
会
事
務
局
議

事
係
長
兼
監
査
委
員
事
務
局
庶
務
係
長
）
▽
建

設
課
維
持
管
理
係
長　

帷
子
晃
弘
（
建
設
課
維

持
管
理
係
主
任
）
▽
建
設
課
都
市
住
宅
係
長　

佐
藤
亘
（
企
画
商
工
課
企
画
広
報
係
長
）
▽
水

道
事
業
所
管
理
係
長　

竹
田
宏
記
（
教
育
委
員

会
事
務
局
学
校
教
育
係
長
）
▽
議
会
事
務
局
議

事
係
長
併
監
査
委
員
事
務
局
庶
務
係
長　

大
巻

和
紀
（
建
設
課
維
持
管
理
係
長
）　

▽
教
育
委

員
会
事
務
局
学
校
教
育
係
長　

立
花
裕
（
盛
岡

北
部
行
政
事
務
組
合
係
長
）

【
新
採
用
】　

▽
企
画
商
工
課　

千
葉
和
哉　

▽

建
設
課　

藤
川
翔
大
郎　

▽
教
育
委
員
会
事
務

局
社
会
教
育
課　

瀬
川
華
江

【
退
職
者
】　

▽
長
岡
友
子
（
町
民
課
長
）　

▽

簗
場
睦
子
（
健
康
福
祉
課
長
）　

▽
府
金
昌
代

（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）

【
再
任
用
】　

▽
建
設
課
主
査　

口
一
美　

▽

水
道
事
業
所
主
査　

工
藤
豊
彦　

▽
企
画
商
工

課
主
査　

簗
場
睦
子　

▽
沼
宮
内
小
用
務
員　

遠
藤
信
男

　

４
月
１
日
発
令
の
町
職
員
の
人
事
異
動
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
延
べ
47
人
（
新
採
用

３
人
）
が
異
動
。
３
人
が
退
職
し
ま
し
た
。
主

な
人
事
異
動
と
退
職
者
は
次
の
と
お
り
、
各
課

や
係
の
配
置
と
町
職
員
の
配
置
は
表
の
と
お
り

で
す
。（　

）は
前
任
。
表
中
の
太
字
は
異
動
者
。

【
課
長
級
】　

▽
町
民
課
長　

高
村
伸
男
（
農
林

課
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽
健
康
福
祉

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

山
口
重
子
（
健

康
福
祉
課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
兼
保
健
師

長
）
▽
農
林
課
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

八
戸
裕
雄
（
岩
手
・
玉
山
環
境
組
合
事
務
局
長
）

▽
岩
手
・
玉
山
環
境
組
合
事
務
局
長　

滝
川
勉

（
農
林
課
長
補
佐
兼
農
村
整
備
係
長
）

【
課
長
補
佐
級
】　

▽
総
務
課
長
補
佐　

畑
中
鉄

実
（
税
務
会
計
課
収
納
係
長
）
▽
農
林
課
長
補

佐
兼
農
村
整
備
係
長　

西
島
寿
紀
（
農
林
課
林

務
畜
産
係
長
）

所　

属

職　

名

氏　

名　

総
務
課

課
長
・
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

佐
藤　

秀
樹

課
長
補
佐
・
同
書
記
次
長

阿
部　

陽
子

課
長
補
佐
（
防
災
交
通
担
当
）

畑
中　

鉄
実

行
政
係
長

上
澤　

一
久

財
政
係
長

阿
部　

智
光

防
災
交
通
係
長

高
橋　

良
美

課
員

田
村　

真
一

田
屋　

千
秋

四
日
市　

里
美

木
戸
口　

諭

河
野　

亜
衣

中
村　

行
佑

瀬
川　

潤

高
橋　

圭
佑

企
画
商
工
課

課
長

竹
花　

勇
治

主
幹
兼
課
長
補
佐
（
町
史
編
纂
担
当
）
本
田　

桂
一

企
画
広
報
係
長

高
橋　

宗
介

商
工
観
光
係
長

佐
藤　

博
光

課
員

簗
場　

睦
子

遠
藤　

康
平

伊
藤　

賢

サ
ン
ト
ス 

拓
也

千
葉　

和
哉

み
ら
い　

　

創
造
課

課
長

佐
藤　

栄
幸

課
長
補
佐

地
舘　

浩
二

政
策
推
進
係
長

立
花　

涼

課
員

越
戸
沢　

友
樹

滝
川　

美
貴
子

今
松　

稔
喜

議
会
事
務
局
局
長
（
併
）
監
査
委
員
事
務
局
長

佐
々
木　

康
博

議
事
係
長
（
併
）
同
庶
務
係
長

大
巻　

和
紀

◆２階 窓口案内◆
番号 係名
① 行政係
② 財政係
③ 防災交通係
④ 政策推進係
⑤ 商工観光係
⑥ 企画広報係
⑦ 議事係

◆１階 窓口案内◆
番号 係名
① 戸籍住民係
② 環境係
③ 国保年金係
④ 子育て支援係
⑤ 健康推進係
⑥ 福祉支援係
⑦ 高齢者福祉係
⑧ 地域包括支援センター
⑨ 課税資産係
⑩ 収納係
⑪ 会計係

健康福祉課健康福祉課
町民課町民課

正面玄関

町民町民
ホールホール

③　②　①

⑥

⑨

2階2階

税務会計課税務会計課

2階2階

出入口
出
入
口

出入口
（休日夜間通用口）

宿直室宿直室

出入口 エレベーター

総合案内総合案内

⑤④

⑦ 
⑧

談話室談話室

１Ｆ
金融機関金融機関

トイレトイレ

トイレトイレ

２Ｆ

総務課総務課
③　②　①

エレベーター

④

第１第１
会議室会議室

町
長
室

町
長
室

副
町
長
室

副
町
長
室

応
接
室

応
接
室

第２第２
会議室会議室

⑦議会事務局議会事務局
正・副議長室正・副議長室 議場議場

出
入
口

印
刷
室

印
刷
室
図
書
室

図
書
室

3階3階

議員控室議員控室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

トイレトイレ
3階3階

選挙管理委員会選挙管理委員会

長寿介護課長寿介護課
企画商工課企画商工課

みらい創造課みらい創造課

⑩
⑪

④

⑤
⑥
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所　

属

職　

名

氏　

名

農
林
課

課
長

八
戸　

裕
雄

課
長
補
佐
兼
農
村
整
備
係
長

西
島　

寿
紀

農
業
振
興
係
長

藤
沢　

祐
介

林
務
畜
産
係
長

丹
内　

貴
明

課
員

山
中　

寿
行

金
沢　

浩
美

高
橋　

大
記

今
松　

輝

千
葉　

大
地

遠
藤　

真
仁

三
浦　

聖
矢

農
業
委
員
会

事
務
局

局
長

八
戸　

裕
雄

局
長
補
佐

田
村　

育
江

農
地
利
用
係
長

久
保　

栄
司

局
員

千
葉　

優
子

建
設
課

課
長

佐
藤　

竜
也

課
長
補
佐

阿
部　

嘉
仁

施
設
整
備
係
長

工
藤　

満
広

維
持
管
理
係
長

帷
子　

晃
弘

都
市
住
宅
係
長

佐
藤　

亘

課
員

笈
口　

一
美

畑
中　

功

佐
々
木　

一
馬

立
花　

翔
太

藤
川　

翔
大
郎

水
道
事
業
所

所
長

井
上　

祐
司

所
長
補
佐

熊
谷　

洋
造

上
下
水
道
係
長

岩
崎　

朋
之

管
理
係
長

竹
田　

宏
記

所
員

外
地　

千
尋

遠
藤　

秀
司

工
藤　

豊
彦

幅　

将
樹

所　

属

職　

名

氏　

名

学
校
教
育
課

課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

早
坂　

真
由
美

課
長
補
佐
兼
同
所
長
補
佐

宮
田　

誠

学
校
教
育
係
長

立
花　

裕

課
員

高
橋　

さ
ち
子

福
士　

峻
平

沼
宮
内
小

用
務
員

遠
藤　

信
男

川
口
小

用
務
員

高
橋　

祐
介

沼
宮
内
中

用
務
員

千
葉　

国
男

川
口
中

用
務
員

上
山　

由
賀
里

社
会
教
育
課

課
長

工
藤　

晋

課
長
補
佐

大
沢　

直
樹

社
会
教
育
係
長

高
橋　

昭
子

課
員

高
橋　

真
友
子

菅
野　

逸
平

山
下　

真
由

瀬
川　

華
江

中
央
公
民
館
館
長
兼
図
書
館
長

工
藤　

晋

館
長
補
佐

菅
原　

修

地
域
推
進
係
長

横
沢　

晃
子

沼
宮
内
児
童
館
館
長

佐
藤　

望
美

派　

遣

氏　

名

岩
手
・
玉
山
環
境
組
合
事
務
局
長

滝
川　

勉

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

田
村　

康
志

　
　
　

同　
　
　
　

事
務
局
次
長

滝
川　

吟
子

盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
係
長

田
中　

ア
サ
子

盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

佐
々
木　

隆
史

県
ふ
る
さ
と
振
興
部
市
町
村
課

三
ツ
谷　

賢
司

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

千
葉　

智
宏

◆３階 窓口案内◆
番号 係名
① 林務畜産係
② 農業振興係
③ 農村整備係
④ 農地利用係
⑤ 施設整備係
⑥ 維持管理係
⑦ 都市住宅係
⑧ 管理係
⑨ 上下水道係
⑩ 社会教育係
⑪ 学校教育係建設課建設課

水道事業所水道事業所

⑪

2階2階
エレベーター

⑨
⑧

⑩

第４第４
会議室会議室

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

議場議場

教
育
長
室

教
育
長
室

議会傍聴席議会傍聴席

議会議会
委員会室委員会室

⑦   ⑥   ⑤   ④　③  ②  ①

教育委員会教育委員会

農林課農林課

2階2階

３Ｆ
ト
イ
レ

ト
イ
レ

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

　
　
相
談
室

　
　
相
談
室

トイレトイレ学校教育課学校教育課 社会教育課社会教育課

　７月 20日の任期満了に伴う町
議会議員選挙は、７月７日（火）に
告示され、７月 12 日（日）が投票
日です。
　一人一人の意見を町政に反映さ
せるため、自分自身の判断で一票
を投じましょう。
【問い合わせ】
町選挙管理委員会　☎ 62‐2111
（内線 204、205）

　岩手町議会議員選挙　岩手町議会議員選挙

　　７７月月1212日㈰日㈰投
票
日

感染拡大の防止へ
　町は、新型コロナウィルス感染症拡大防
止対策のため、３月３日から小中学校の一
斉休校や各種イベントの中止や延期などの
対応を実施しています。
　各施設の利用やイベントの開催に関する
情報は、回覧や広報いわてまちを通じて町
の皆さんにお知らせします。また、現段階
で決定している今後の対応は以下のとおり
です。
◇小・中学校◇
▽４月以降は通常通り再開
▽換気や手洗いうがいなど、感染を防ぐ　
　取り組みを徹底し、授業などを行います
◇町立図書館◇
▽図書の貸し出し、返却業務は通常通り
▽館内での閲覧（学習机等の利用、視聴
　覚教材の視聴等）は停止
▽図書の貸出、返却をしない（図書カー
　ドの利用がない）入館の場合は、退館
　の際に任意で、氏名・住所・連絡先の
　記載に協力いただいています
◇ゆはず交流館と各公民館◇
▽公民館の利用や予約受付は通常通り
▽利用の際は、氏名・住所・連絡先の
　記載に協力いただいています

町教育長と教育委員町教育長と教育委員
２人が新たに就任２人が新たに就任

　

平
澤
勝
郎
前
教
育
長
の
退
任
に
伴
い
、
３

月
23
日
に
行
わ
れ
た
令
和
２
年
町
議
会
臨
時

会
で
同
意
を
得
て
、
町
教
育
委
員
会
教
育
長

に
佐
藤
卓た
か
し

氏
（
60
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
教
員
と
し
て
県
内
各
地
の
小
学
校

に
勤
務
し
、
宮
古
教
育
事
務
所
や
県
立
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
教
育
行
政
に
も
携
わ

り
、
盛
岡
市
立
中
野
小
や
仙
北
小
な
ど
の
校

長
を
歴
任
。
佐
藤
氏
の
任
期
は
、
４
月
１
日

か
ら
令
和
４
年
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
３
月
23
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
た

久
保
憲
昭
教
育
委
員
の
後
任
と
し
て
、
藤
原

徳の
り
は
る治
氏
（
35
）
が
就
任
。
藤
原
氏
の
任
期
は

令
和
６
年
３
月
23
日
ま
で
の
４
年
間
で
、
両

氏
は
町
の
教
育
行
政
充
実
に
注
力
し
ま
す
。

佐藤 卓 氏
＝上野口町＝

藤原 徳治 氏
＝下大町＝

（厚生労働省ホームページより）
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新
た
に
交
付
さ
れ
た
消
防
車
両
と

管
理
す
る
町
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

　町は老朽化した消防車両を更新し、３月25日、役場駐車
場で新車両交付式と配置式を行いました。当日は、町消
防団の松村昭一団長をはじめ、団幹部、新車両が配置され
る第１分団と第４分団の団員らが出席。吉田和彦副町長
から新車両を交付された松村団長は「団員一丸となって
町の安全安心を守ります」とあいさつし、それぞれの分団
に新車両を配置。各団員は、機械器具の愛護と地域の安
全と安心を守る消防団としての決意を新たにしました。

地域の安全と安心守る決意新たに
〇消防団車両交付式 ▼2020.03.25

家族経営のカタチ、整えよう
○家族経営協定調印式○家族経営協定調印式

　町農業委員会（松本良子会長）は３月17日、家族経営協
定締結者調印式を行い、４組の家族が農業経営の役割分
担や労働時間、休日、福利厚生などに関わる協定を結びま
した。家族間で互いの働き方を考え、農業経営を進めて
いく取り組みの一環として締結する同協定。家族で農業
を経営していく上で、より良い働き方を目指し、新たに３
組の家族が協定を締結。２組の家族が協定の見直しを行
い、再協定を結びました。

▼2020.03.17

協
定
書
に
押
印
し
、家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ
様
子

News×Sp o r t sN ew
s×Spo r t s

３
年
間
の
課
程
を
修
了
し
堂
々
と
卒
業

証
書
を
受
け
取
る
沼
宮
内
中
の
卒
業
生

　沼宮内中（菅原雅之校長、生徒178人）の卒業証書授与式
は３月13日、同校体育館で行われ、61人の卒業生一人一
人に卒業証書が手渡されました。新型コロナウィルス感
染予防対策として、規模を縮小して行われた式では、在校
生の出席を制限するなどして対応。卒業生は、３年間の
課程を修了した喜びを胸に新たなステージへの一歩を踏
み出しました。そのほか、14日、18 ～ 19日にかけて町
立小中学校の令和元年度卒業式が行われ、小学生94人、中
学生117人が門出の季節を迎えました。

旅立ちの季節、新たなステージへ
〇沼宮内中 ▼2020.03.13

子の健やかな成長願う贈り物
○おっほ人形で子育て応援○おっほ人形で子育て応援

　南山形地区の創作サークル、おっほ小学校（会員５人）
は３月27日、安産と子どもの健やかな成長を願い、「おっ
ほ人形」を町に寄贈しました。おっほ人形は福を呼ぶと
される鳥「ふくろう」をかたどった人形。母子手帳にメッ
セージとともに添えられ、妊婦に贈られています。佐藤
敏枝さんは「人形がなくなるほどたくさんの子どもが生
まれてほしい」と語り、母子の健康を願うおっほ人形を役
場健康福祉課の職員に手渡しました。

▼2020.03.27

お
っ
ほ
人
形
を
贈
る
お
っ
ほ
小
の
皆
さ
ん
と
受

け
取
る
簗
場
睦
子
健
康
福
祉
課
長（
後
列
中
央
）

▼2020.04.01 ～

力づくりで健康に
○町総合運動公園利用案内体

　町総合運動公園は、緑鮮やかな人工芝のフィールド
や広々としたアリーナ、天然芝の多目的グラウンドな
ど、さまざまなスポーツを楽しめる環境が整っていま
す。また、トレーニングルーム（森のアリーナ内）は、
3,400人を超える登録者の皆さんが健康体力づくりに
活用しています。スポーツを通じた健康づくりと体力
向上のため、町の施設を有効に活用してスポーツに親
しみながら健康の増進に努めましょう。
　春を迎え、スポーツにはぴったりの時期となりまし
た。皆さんの多くのご利用をお待ちしています。
【申込先】　町体育協会（森のアリーナ内）  62-4835
【申し込み方法】　利用日の前月から電話で仮申し込み
を受け付けます。利用日の１週間前までに使用申請書
を提出し、同時に使用料も納入してください。また、
インターネットで予約できるシステム「町公共施設案
内」でも受け付けています。詳しくは、町ホームページ
（http://www.town.iwate.iwate.jp）をご覧ください。
【利用時間】　午前８時30分～午後10時（施設により異なります）
【休館日】　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　　　　　　毎年12月29日から翌年１月３日まで

施設名 各施設の特徴
スポーツ文化センター
「森のアリーナ」

アリーナ（横 34.5 ㍍×縦 38.4 ㍍）
ステージ（間口 15 ㍍×奥行 7.5 ㍍）
トレーニングルーム、リハーサル室　ほか

柔 剣 道 場 剣道場、柔道場　各１面
総合グラウンド 人工芝フィールド、400 ㍍トラック６レーン
テ ニ ス コ ー ト 砂入人工芝 4面（ナイター設備完備）
野 球 場 両翼 91 ㍍、センター 120 ㍍
ホ ッ ケ ー 場 人工芝コート（ナイター設備完備）
体 育 館 バレーボールコート 2面
多目的グラウンド ニュースポーツに最適な天然芝のグラウンド

【施設案内】

■総合グラウンド（１時間当たり）
人工芝グラウンド クラブ

ハウス全面使用 半面使用 個人利用
一 般 3,360 円 1,680 円 100 円 500 円
高校生以下 1,680 円 830 円 50 円 250 円

■ホッケー場（１時間当たり）
人工芝コート

クラブ
ハウス全面使用 半面使用 ４分の１面

夜間照明 夜間照明 夜間照明

一 般
1,270 円 630 円 310 円

500 円
2,790 円 1,380 円 680 円

高校生以下
630 円 300 円 150 円

250 円
1,380 円 680 円 330 円

アリーナ
一 般 1,620 円
高校生以下 820 円

照明なし 夜間照明利用
一 般 300 円 610 円
高校生以下 100 円 200 円

■テニスコート（１時間1面当たり）

【利用料金】

■野球場（１時間当たり）
グラウンド 付属設備と料金

一 般 760 円 更衣室（１時間）
スコアボード（１試合）
放送設備（１試合）

210 円
1,100 円
530 円高校生以下 310 円

■町体育館（１時間当たり）

柔道場 剣道場
一 般 760 円 760 円
高校生以下 350 円 350 円

■柔剣道場（１時間当たり）

貸切使用 個人使用
一 般 400 円 100 円
高校生以下 200 円 50 円

■多目的グラウンド（１時間当たり）

8:30
～ 17:00

17:00
～ 22:00

多目的スペース
（アリーナ）

全面使用 1,270 円 1,520 円
半面使用 630 円 760 円

舞台設備（音響照明設備一式含む） 630 円 760 円

リハーサル室
（会議室）

小利用 100 円 120 円
中利用 200 円 240 円
大利用 300 円 370 円

トレーニングルーム
（1名当たり）

１時間 100 円（ 50円）
回数券 1,000 円（500 円）

■スポーツ文化センター「森のアリーナ」（１時間当たり）

※65歳以上のトレーニングルーム利用は（ ）内の額
※冷暖房を使用するときは、1.5倍の額

※各施設とも、町外に住所がある
人の使用や入場料などを徴収す
る場合は、使用料が異なります。
詳しくは問い合わせください。
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問い合わせとご相談は役場長寿介護課　高齢者福祉係　 62-2111［内線562へ］
健康・福祉情報

医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科
月～金曜日 08:30 ～

11:30外　科

応援診療科（４月）
脳神経外科
※要予約 14 日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約

３、６、10、
13、17、20、
24、27 日

12:30 ～
14:30

小児科 10、24 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 14、28 日 13:00 ～
15:30

整形外科 17 日 8:30 ～
11:30

※休日当番医、応援診療科は予定を変更す
る場合がありますので、あらかじめ電話で
確認の上、来院ください。

４月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

３（日）北上脳神経外科クリニック
４（月）佐藤整形外科クリニック
５（火）沼宮内地域診療センター
６（水）岩手沼宮内クリニック
10（日）佐々木医院

５月

休日当番医 【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
５（日）佐々木医院
12（日）佐渡医院
19（日）塚谷医院
26（日）さわやかクリニック
29（水）岩手沼宮内クリニック

医 療

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　☎ 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市夜間急患
　診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急病の子どもを受け
　入れます。夜間は午後５時から翌朝９時までです。※なお、土曜の午
　後１時（祝日の土曜は午前９時）から午後５時までは、もりおかこども
　病院を受診してください

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受診してく
　ださい。また、重症な子どもの治療に支障をきたさないよう、まずは
　盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください。

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの☎＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは ☎ 019-605-9000

■盛岡いのちの電話☎ 019-654-7575（正午～午後 9時、日曜日の
み午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター☎ 019-622-6955（午
前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康福祉課☎ 0195-62-2111（内
線 513）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　☎ 019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　☎ 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院　☎ 019-651-5111
【川久保】　川 久 保 病 院　☎ 019-635-1305
【国　立】　国立病院盛岡医療センター　☎ 019-647-2195

子どもが急病のとき

一人で悩まず相談ください

  　　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　　【場　所】  プラザあい１階

町傾聴ボランティア
「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事を
話してみませんか？

日 月 火 水 木 金 土
4/1
国立

2
医大

3
中央

4
医大

5
日赤

6
医大

7
日赤

8
医大

9
中央

10
中央

11
医大

12
中央

13
中央

14
日赤

15
国立

16
中央

17
医大

18
医大

19
中央

20
医大

21
中央

22
医大

23
中央

24
医大

25
中央

26
医大

27
日赤

28
中央

29
国立

30
中央

5/1
中央

2
医大

3
中央

4
日赤

5
医大

6
国立

7
中央

8
医大

9
医大

■男女共同参画センター相談室　☎ 019-606-1762

県男女共同参画センターでは、家族の悩み、職場の悩み、交際相
手や性別、性指向（ＬＧＢＴ）に関する悩みなどの相談を受け付
けています。

国民健康保険の加入・脱退
忘れずに届け出ください！ 　 　　役場町民課国保年金係

　　　　　  62-2111内線508・509

　国民健康保険の加入・脱退は、世帯主による届
け出が必要です。加入・脱退する必要が生じた日
から14日以内に届け出を済ませてください。
【加入するとき】　○ほかの市町村から転入したと
き（職場の健康保険などに加入していないとき）　
○職場の健康保険などをやめたとき　○子どもが
生まれたとき　○生活保護を受けなくなったとき
【加入の届け出が遅れると？】
　国保の資格が発生した月までさかのぼって国民
健康保険税を納めることになります。また、その

間の医療費は、原則として全額自分で支払うことと
なります。
【脱退するとき】　○ほかの市町村へ転出するとき
○職場の健康保険などへ加入するとき　○死亡した
とき　○生活保護を受けるようになったとき
【脱退の届け出が遅れると？】
　国保の資格を喪失した月までさかのぼって、国保
が負担した医療費を返還していただくことになりま
す。また、保険料（税）を二重に納めてしまうなど
のトラブルのもとになります。

町
へ
連
絡
し
て
い
ま
す
。

③
自
治
振
興
会
で
取
り
組
む
地
域
で

の
見
守
り
活
動
と
生
活
支
援

　

地
域
で
は
、自
治
振
興
会
を
実
施

単
位
と
し
て
、高
齢
者
の
見
守
り
や

生
活
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
月
１
日
現
在
の
活
動
地
区
は
39
地

区
で
す
。

　

町
に
活
動
登
録
し
た
自
治
振
興
会

は
、地
域
で
支
援
を
必
要
と
す
る
人

に
回
覧
板
の
手
渡
し
や
声
掛
け
な
ど

に
よ
る「
見
守
り
支
援
」、雪
か
き
や

草
取
り
、ご
み
出
し
な
ど
を
行
う「
生

活
支
援
」を
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合

わ
せ
て
行
い
、そ
の
活
動
に
応
じ
て

町
で
は
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

各
振
興
会
が
地
域
に
あ
っ
た
支
援

内
容
や
活
動
方
法
を
協
議
し
、で
き

る
範
囲
で
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
構

い
ま
せ
ん
。
回
覧
板
の
手
渡
し
や
声

掛
け
に
よ
る
見
守
り
は
す
で
に
実
施

し
て
い
る
地
域
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
活
動
の
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
る
自
治
振
興
会
に
は
、

要
望
に
応
じ
て
地
区
に
出
向
い
て
事

業
内
容
を
説
明
し
ま
す
。
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
長
寿
介
護
課　

☎
62
‐

２
１
１
１（
内
線
５
６
２
、５
６
３
）

　

誰
も
が
、い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
し
た
い
と
願
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、少
子
高
齢

社
会
の
現
状
は
深
刻
で
、町
で
も
３

人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
も
全
体
の
約
３

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
で
は
、病

気
で
倒
れ
た
時
や
転
ん
で
動
け
な
く

な
っ
た
時
に
誰
に
も
気
付
か
れ
な
い

心
配
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、一
人
暮

ら
し
世
帯
に
限
ら
ず
、高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
は
、介
護
が
必
要
に
な
っ

た
時
の
買
い
物
や
雪
か
き
な
ど
日
常

生
活
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
不
安
や
問
題
を
抱
え
た
と

き
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
が
近
く

に
い
る
と
安
心
で
す
。

　

町
で
は
、高
齢
者
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
を
目
指
し
、平
成
24

年
度
か
ら
高
齢
者
を
見
守
り
・
支
え

る「
岩
手
町
安
心
生
活
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」を
立
ち
上
げ
、通
称

「
安
心
生
活
あ
い
ネ
ッ
ト
」の
構
築
を

進
め
、拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
活
動
内
容
は
大
き
く
三
つ
あ

り
ま
す
。

①
緊
急
情
報
カ
ー
ド
で
緊
急
時
に
備

え
る

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
、か
か

り
つ
け
医
や
服
用
し
て
い
る
薬
、緊

急
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
記
入
し
た

カ
ー
ド
を
卵
型
の
カ
プ
セ
ル
に
入

れ
、冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、緊
急
時
に
救
急
隊
員
や
搬

送
先
の
病
院
な
ど
が
、そ
の
情
報
を

基
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
支
援
事
業
所
に
よ
る
見
守
り

　

訪
問
業
務
を
行
う
郵
便
局
、水
道
・

ガ
ス
、新
聞
配
達
、医
療
、介
護
事
業

所
な
ど
が
通
常
業
務
中
に
高
齢
者
を

見
守
り
、異
変
を
確
認
し
た
時
に
は

約
３
人
に
１
人
が
高
齢
者

心
配
さ
れ
る
高
齢
者
の
孤
立
化

広
げ
よ
う
！

「
安
心
生
活
あ
い
ネ
ッ
ト
」

見
守
り
、支
え
る
３
つ
の
活
動

安
心
生
活
の
輪
を
広
げ
よ
う

地
域
で
助
け
合
い
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
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ま
ち
の
文
芸

町立図書館 ☎62-2877

俳
句

短
歌

新着図書

屋
根
を
打
つ
春
雨
や
さ
し
子
守
唄　
　
　
　
　
　

伊
藤　

正
信

雨
降
っ
て
熊
笹
跳
ね
て
雪
解
か
な　
　
　
　
　
　

遠
藤　

金
作

マ
ス
ク
し
て
他
人
と
な
り
て
擦
れ
違
ふ　
　
　
　

遠
藤　

初
枝

南
天
の
実
の
一
つ
づ
つ
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　

昆
野　

功
夫

白
鳥
の
引
く
天
空
の
静
夜
か
な　
　
　
　
　
　
　

志
田　

悦
朗

春
風
や
新
型
肺
炎
か
け
巡
る　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

ヒ
ノ

鳥
帰
り
沼
の
広
さ
を
持
て
余
す　
　
　
　
　
　
　

向
井　

梅
子

老
舌
が
歯
を
寄
せ
て
喰
ふ
桜
餅　
　
　
　
　
　
　

山
口　

國
男

春
雪
の
多
く
降
る
か
と
身
構
へ
し
朝
の
小
雨
に

気
を
削
が
れ
た
り 

　
　
　
　

伊
藤　

正
信

山
峡
の
銀
山
温
泉
小
雪
ふ
り
湯
花
の
香
る
足
湯

の
ぬ
く
し 

　
　
　
　

瀬
川　

浩
美

む
つ
き
か
え
腕
足
伸
ば
し
食
を
と
る
母
は
一
日

命
伸
び
た
り 

　
　
　
　

葭
原　

章
子

春
浅
き
庭
に
芽
を
出
す
水
仙
に
わ
づ
か
に
雪
の

降
り
く
る
朝
あ
し
た 

　
　
　
　

岩
舘　

カ
ツ

久
々
に
出
会
ひ
し
朝
の
散
歩
道
暖
か
く
な
り
ま

た
始
め
し
と 

　
　
　
　

志
田　

悦
朗

ま
ん
さ
く
の
ほ
そ
き
花
弁
に
春
の
雪
う
す
く
積

り
て
黄
の
色
に
じ
む 

　
　
　
　

昆
野　

功
夫

喜
寿
祝
ふ
人
の
心
の
温
か
さ
糧
に
歌
詠
む
日
々

の
春
め
く 

　
　
　
　

山
口　

國
男

土
手
に
咲
く
桜
の
花
の
蜜
を
吸
う
目
白
の
多
し

河
津
歩
め
ば 

　
　
　
　

愛
木
タ
エ
子

　
　雨
水
過
ぎ
久
し
ぶ
り
に
て
積
り
た
る
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４月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

【開館時間】　午前９時～午後６時
※赤マスの日は、休館日です。
４月14日～ 17日は蔵書点検のため臨時休館

５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

うちの父が運転をやめません 垣谷　美雨
茶聖 伊東　潤
帝都地下迷宮 中山　七里
愛の色いろ 奥田　亜希子

エッセイ

50代、足していいもの、引いていいもの 岸本　葉子
誰にも相談できません 高橋　源一郎
生きるための辞書 北方　謙三
笑ってる場合かヒゲ①～② 藤村　忠寿

児童絵本
おにぎりをつくる 長野　陽一
たったひとりのあなたへ マット・フェラン
もしものせかい ヨシタケ　シンスケ

児童読み物 怪談５分間の恐怖　呪いの人形 中村　まさみ

児童実用書
もっと知りたいさくらの世界① 勝木　俊雄
ＡＩとともに生きる未来① 山田　誠二
気をつけよう！ネット動画① 小寺　信良

中高生向け みつきの雪 眞島　めいり

寝ながらできる
認知症予防②
１分間指体操プラス

近藤勝重流
老いの抜け道

美肌、太らない、
老けないは
食べ方が９割

ペットと泊まる宿
全国版

　

いわてまちの地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

石神の丘美術館屋外展示場リニューアル
～グリーンマネージャーの近況活動報告～

Vol.
26

「こびる」とは農作業の合間の休憩
や軽食という意味。農業が盛んな町の広
報紙として、休憩時間に気軽に読んでも
らえるような心温まるコーナーになって
ほしいという思いを込めてタイトルを
「KOBIRUじかん」と名付けました。

　新年度が始まり、石神の丘美術館も屋外展示場のリ
ニューアル、７月 1日のオープンに向け、園内では色々
な工事が進んでいます。今回は一番大きく姿が変わる新
ラベンダー園の工事の様子をお伝えします。
　積雪による工事中断後、２月末から園路などの除雪作
業からスタートしました。今年は積雪量が少なく、３月
上旬から重機が入れるようになりました。新たに造成し
たゾーンゆえに、雪の影響など現場での対応が求められ
つつ、３月は園路を作る工事を中心に進められました。
今後は、彫刻を設置した後、新しいラベンダー苗を植え
る予定です。
　一口にラベンダーといってもいろいろな種類がありま

すが、新たに植えるラベンダーは“バイオレットメモ
リー”という品種で、これまで同美術館の顔として親し
まれたものと同じ品種。特徴である長い花穂と香りの良
さを今までどおり楽しんでいただけると思います。
　そのほか、季節を彩る草花やハーブ類の苗も植えてい
きます。人間の成長と同じく、苗が見ごろになるには数
年かかりますが、四季折々、岩手町ならではの気候を生
かしたラベンダー園になるよう工夫を凝らしています。
　工事の進行や苗の成長は、なんといっても天候に大き
く影響されます。天気予報ばかり気にして過ごす毎日。
コロナウィルスの影響で何かと内向きになりがちです
が、心機一転、良い春になりますように。
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今月は田中が
担当します

女50代の
やっかいな人間関係

もっと美しき
小さな雑草の花図鑑

親に元気を届ける
作りおきごはん
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情 報  問い合わせ先
 申し込み先

岩手町役場
☎ 62-2111

イ ン デ ッ ク ス

野焼きなどに注意を！
■山火事予防運動を実施中

　これから山火事が多発する時季
を迎えるにあたり、町、町消防団、
盛岡中央消防署岩手分署では「守
りたい　森と未来を　炎から」を
統一標語に、５月31日まで山火事
予防運動を実施します。空気が乾
燥し、山火事の発生しやすい時季
となりますので、次のことに注意
し、山火事の予防に努めましょう。
○枯れ草などのある火災が起こり
やすい場所ではたき火をしないこ
と　○たき火など、火気の使用中
はその場を離れず、使用後は完全
に消火すること　○強風時や乾燥
時にはたき火、火入れをしないこ
と　○火入れを行うときは必ず許
可を受けること　○たばこは、指
定された場所で喫煙し、吸いがら
は必ず消すとともに、投げ捨てな
いこと　○火遊びはしないこと
　盛岡中央消防署岩手分署　

☎62‐6119

月額１万6540円に
■国民年金保険料

　国民年金には、老齢、障害、遺族
基礎年金が設けられていて、私た
ちの暮らしを守っています。ただ
し、保険料を納付期限までに納め
ていないと、受給できる年金が少
なくなる場合や年金そのものが受
けられなくなる恐れがあります。
本年度の国民年金保険料は、月額
１万6540円です。毎月の保険料は、
日本年金機構から毎年４月上旬に
送られてくる「納付書」を使い、翌
月の末日までに金融機関やコンビ
ニエンスストアで納められます。
また、希望する場合は、便利でお得
な口座振替の利用も可能です。詳
細は、下記に問い合わせください。
　▽盛岡年金事務所（盛岡市松

尾町17-13）　☎019‐623‐6211
▽役場町民課国保年金係　☎62‐
2111（内線509）

金融犯罪を未然に防ぐ
■東北財務局盛岡財務事務所

　東北財務局盛岡財務事務所は、
地域のコミュニティ活動や各種団
体などの会合に伺って、金融経済
教育や金融犯罪未然防止などの
出前講座を行っています。電子
マネーとの上手な付き合い方や
キャッシュカード詐欺の手口な
ど、分かりやすく説明します。費
用は掛かりません。気軽に問い合
わせください。
　東北財務局盛岡財務事務所

　☎019‐625‐3353

図書館協議委員を公募
■県教育委員会

　県は、図書館の運営に県民の幅
広い意見を反映させるため、下記
のとおり委員の一部を公募しま
す。
【募集人員】　１人
【任期】　７月１日から２年間
【応募資格】　▽次の①～③の全て
に該当する人　①県内に住む20歳
以上（令和２年４月１日現在）の人
　②図書館運営に関して十分な見
識を有している人　③年１回、平
日に盛岡市において開催される審
議会（会議）に出席できる人
【提出書類】　応募申込書兼履歴
書、800字程度の作文（標題「岩手
県立図書館について考えること」）
【受付期限】　４月30日（木）必着
【応募先】　県教育委員会事務局生
涯学習文化財課　生涯学習担当　
☎019‐629‐6176　電子メール：
DB0005@pref.iwate.jp
【提出方法】　郵送、持参、ＦＡＸま
たは電子メール
　県教育委員会事務局生涯学

習文化課生涯学習担当　☎019‐
629‐6176

歯のテレホン相談を実施
■県保険医協会歯科部会

　県保険医協会歯科部会は毎年４
月に「ヨイ歯デーテレホン相談」を
実施し、県民の皆さんの歯科に関
する悩みの解消をお手伝いしま
す。
【実施日時】　４月17日（金）午前10
時～午後７時　※回答時間は午後
７時以降。相談を受け付けたあと
に歯科医師から相談者に電話で回
答します
【受付内容】　歯や口に関する悩み
について、なんでも受け付けます
【相談料】　無料（ただし、相談受付
時の通話料は相談者負担です）
【相談電話番号】　019‐651‐7341
（県保険医協会ヨイ歯デーテレホ
ン相談係まで）
　県保険医協会歯科部会　☎

019‐651‐7341

各種委員を公募します
■県教育委員会

　県は、生涯学習や社会教育振興
施策に対して、県民の幅広い意見
を反映させるため、県生涯学習審
議委員・県社会教育委員の一部を
下記のとおり公募します。
【募集人員】　１人
【任期】　７月１日から２年間
【応募資格】　▽次の①～③の全て
に該当する人　①県内に居住して
いる人　②調査審議する内容に関
して十分な見識を有している人　
　③年２回、平日に盛岡市におい
て開催される審議会（会議）に出席
できる人
【提出書類】　応募申込書兼履歴
書、800字程度の作文（標題「生涯
学習・社会教育について思うこ
と」）
【受付期限】　４月30日（木）必着
【応募先】　県教育委員会事務局生
涯学習文化財課　生涯学習担当　
☎019‐629‐6176　電子メール：
DB0005@pref.iwate.jp
【提出方法】　郵送、持参、ＦＡＸま
たは電子メール
　県教育委員会事務局生涯学

習文化課生涯学習担当　☎019‐
629‐6176

気軽にご利用ください
■こども救急相談電話

　県は、子どもの病気への対応や
事故の応急処置などの対処を看護
師に相談できる「こども救急相談
電話」を設置しています。
【受付時間】　午後７時～ 11時（年
中無休）
【相談電話】　☎019‐605‐9000
　県保健福祉部医療政策室地

域医療推進担当　☎019‐629‐
5416

多重債務相談窓口
■東北財務局盛岡財務事務所

　東北財務局盛岡財務事務所は、
自らの収入で返済しきれないほど
の借金を抱え、お悩みの人の相談
に応じます。
【相談電話】　☎019‐622‐1637
【相談受付時間】　月～金曜日午前
８時30分～午後４時30分（祝日、年
末年始を除く）
　東北財務局盛岡財務事務所

理財課　☎019‐625‐3353

岩手芸術祭テーマ募集
■岩手芸術祭実行委員会

　第73回岩手芸術祭の開催にあ
たり、芸術文化の創造と発展をイ
メージさせる「岩手芸術祭」のテー
マを募集します。
岩手芸術祭を一緒に盛り上げま
しょう。
【応募資格】　▽県内在住者　▽県
出身者または県に本籍がある人　
▽県内に通勤・通学している人
【応募方法】　所定の応募用紙を利
用するか、はがき、メールＦＡＸで
応募してください。応募用紙は、
県文化振興事業団ホームページか
らダウンロードできます。はが
き、メール、ＦＡＸの場合は①応
募テーマ（５点以内）　②氏名（ふ
りがな）　③年齢　④性別　⑤職
業（学生の場合は学校名と学年を
記入）　⑥住所　⑦電話番号（連絡
先）を漏れなく記載してください
【応募締切】　５月20日（水）必着
【選定と表彰】　優秀作１点、佳作
４点以内が選定されます。優秀作
者には10月開催予定の岩手芸術祭
開幕式典で賞状と賞金（２万円）を
授与、佳作入選者には賞金（５千
円）を贈ります　※入選者が中学
生以下の場合は図書カードを贈り
ます
【発表】　６月25日（木）県文化振興
事業団ホームページに掲載するほ
か、入選者に直接通知します
【その他】　▽入選作品の著作権は
芸術祭主催者に帰属し、優秀作は
ポスターなどの印刷物に使用され
ます　▽応募作品は未発表のもの
に限ります　▽入選作品は選定委
員会で補作することがあります　
▽応募に関わる個人情報は、テー
マ選定業務以外の目的には使用し
ません
　岩手芸術祭実行委員会事務

局テーマ募集係　☎019‐654‐
2235

自動車税は期限内に
■納期限は６月１日（月）

　自動車税は４月１日現在の所有
者に課税されます。納期限は６月
１日（月）です。広域振興局から送
付される納税通知書により、最寄
りの金融機関などで納めてくださ
い。転居した人は納税通知書が届
かない場合がありますので、広域
振興局まで連絡してください。
　盛岡広域振興局県税部　☎

019‐629‐6546

確定申告期限を延長
■申告書作成は盛岡税務署で

　新型コロナウィルス感染症拡大
防止のため、申告所得税、贈与税、
個人事業者の消費税の申告・納付
期限は４月16日まで延長されてい
ます。
【会場】　盛岡税務署（盛岡市本町
通３‐８‐37）
【開設期間】　３月17日（火）～４
月16日（木）午前９時～午後５時
（土・日曜日を除きます）
【相談受付時間】　午前９時～午後
４時
　盛岡税務署税務広報広聴官

　☎019‐622‐6157
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日 お名前 世帯主 行政区

14 佐々木　普実也菊池　未来子
菊池未来子
本 人

上苗代沢
上苗代沢

22 國枝　稔惣太田　沙都美
金 一
文 義

下 鴫 沢
盛 岡 市

25 三浦　将輝佐野　麻実
勝 義
三浦勝義

太 田
太 田

23 ／ 2020 年４月１日広報いわてまちNo.730

日（曜）時　間 行　事　 場　所

４（土）14:00 ～ 一方井中入学式 一方井中

６（月）13:30 ～ 沼宮内中入学式 沼宮内中

７（火）
10:00 ～ 沼宮内小、一方井小入学式 各小学校

13:15 ～ 川口中学校入学式 川口中

８（水）10:00 ～ 川口小入学式 川口小

15（水）10:00 ～ 盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所☎ 019-623-6211） ゆはず交流館

16（木） 8:30 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

20（月） 9:00 ～ 人権行政相談 勤労青少年ホーム

22（水）13:00 ～
6カ月児健康診査（2019年 9、10月生まれ）
9カ月児健康診査（2019 年 6、7月生まれ）
1歳児健康診査（2019 年 3、4月生まれ）
※健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

23（木）10:00 ～ 子育てサロン “すくすく”
「絵本を楽しもう」 町保健センター

25（土）10:30 ～
石神の丘新ロゴデザイン発表会 石神の丘美術館

石神の丘美術館コレクションによる
プレオープン展開場式 石神の丘美術館

26（日）10:00 ～ “みんなの庭をつくろう！” in花とアートの森 石神の丘美術館

28（火） 9:30 ～ 離乳食教室（３～４カ月児の家族） 町保健センター

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームペー
ジなどでお知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

町民カレンダー

◆ 町税などの納付期限 ◆

固定資産税（１期） ４月 30日㈭
口座振替日：４月 27日㈪

日 お名前 保護者 行政区

３ 遠藤　史
ふ み な

菜 一 也 一 方 井

12 丹内　柊
し お ん

温 知 之 黒 石

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

２ 乙茂内　芳夫（88） 本 人 犬 袋

３ 大畑　アイコ（99） 本 人 犬 袋

４ 帷子　泰子 （87） 康 弘 駅 通

７ 下平　ヨシエ（93） 本 人 下 横 沢

10 野﨑　義孝 （75） 秋 子 下苗代沢１

12 髙村　謙𠮷 （87） ノブ子 土 川

16 久保　桂 （84） 一 彦 久 保

17 岩﨑　ハツエ（89） 本 人 岩 瀬 張

18 小澤　フヂエ（86） 三太郎 下苗代沢２

18 佐藤　ミヨ （84） 本 人 子 九 十

19 斗成　修 （67） ヨウ子 犬 袋

21 早坂　タキ （95） 幸 雄 尾 呂 部

23 松澤　美智代（53） 和 子 上愛宕下

24 工藤　芳孝 （81） 本 人 上愛宕下

２月受け付け分

●生まれたお子さん●２人（２人）

●お婿さん、お嫁さん● ３組（４組）

●亡くなられた人● 14 人（20 人）

よろこび かなしみ

▼２月

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

2020.2.29現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,412人（△ 5）
　　　　女　6,699人（△12）
　　　　計 13,111人（△17）
【世帯】　　5,455世帯（△ 2）
【出生】 2人　【死亡】 20人
【転入】18人　【転出】 17人
【外国人住民】175人

 人口の動き 日（曜）時　間 行　事　 場　所

５（火）10:00 ～ “風のウィンド・チャイム” を作って
飾ろう！ in 花とアートの森 石神の丘美術館

６（水）10:00 ～ “こびとのドア” を作って飾ろう！ in
花とアートの森 石神の丘美術館

13（水） 9:30 ～ 妊婦教室（１回目）
（令和２年 7月～ 10月出産予定） 町保健センター

４月

５月

▼２月

統計調査を実施します
■2020年工業統計調査

　2020年工業統計調査は、従業員
４人以上の全ての製造事業所を対
象に、６月１日時点で実施します。
工業統計調査は、我が国の工業の
実態を明らかにすることを目的と
する政府の重要な調査で、統計法
に基づく報告義務のある基幹統計
調査です。
　調査の結果は、中小企業施策や
地域振興など、国や地域行政施策
のための基礎資料として利活用さ
れます。調査票に記入いただいた
内容は、統計作成の目的以外に使
用することは絶対にありません。
　調査の趣旨・必要性をご理解い
ただき、回答をよろしくお願いい
たします。同時に実施している経
済構造実態調査の対象事業所・企
業などにおかれましては、両調査
に回答をお願いします。
　役場企画商工課企画広報係

　☎62‐2111（内線215、228）

免許所持者は届出を
■看護師等免許保持者の届出制度
　保健師、助産師、看護師、准看護
師の免許を持っていて、その仕事
に就いていない人は、都道府県の
ナースセンターへ届け出ることと
されています。同センターは、届
出されている情報をもとに地域医
療を支える看護職員の確保につな
げられるよう、個々の状況に応じ
て復職等の支援を行っています。
【届出の対象者】　保健師、助産師、
看護師、准看護師免許保持者でそ
の仕事に就いていない人
【届出の内容・方法】　▽インター
ネットでの届出　看護師等の届出
サイト「とどけるん」に届出事項を
入力してください　▽書面での届
出　専用の届出票に必要事項を記
入し、県ナースセンターへ郵送し
てください　▽病院などによる届
け出支援（代行届出）　病院などの
開設者が看護職員に代わって一括
して行うことも可能です
　県ナースセンター（公益社団

法人県看護協会内）　☎019‐662
‐8213

夏休み海外研修の案内
■国際青少年研修協会

　国際青少年研修協会は、小学生
～高校生のための夏休み海外研修
交流事業の参加者を募集していま
す。６つのコースを準備し、体験
を通じて相互の交流と理解を深
め、国際性を養うことを目的に実
施します。
【内容】　ホームステイ、文化交流、
学校体験、英語研修、地域見学、野
外活動など
【研修先】　イギリス、オーストラ
リア、シンガポール、サイパン
【日程】　７月25日（土）～８月15
日（土）の期間で９～ 19日間（コー
スにより異なります）
【対象】　小学校３年生～高校３年
生
【 参 加 費 】　37万 ８ 千 円 ～ 59
万８千円
【締切】　５月27日（水）および６月
５日（金）　※コースによって異な
ります
　公益社団法人国際青少年研

修協会　☎03‐6417‐9721

表　一般行政職の級別職員数 ( 平成 31.4.1 現在 )

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事または主事補の職務 22人 19.3％
２級 副主任の職務 08人 7.0％
３級 係長または主任の職務 43人 37.7％
４級 課長補佐等の職務 26人 22.8％
５級 課長等の職務 11人 9.6％
６級 町長が別に定める 04人 3.5％

訂正とお詫び
令和２年３月１日発行の広報
いわてまち№ 729 ７㌻に掲載
した令和元年度町職員給与公
表記事に誤りがありました。
正しくは左表のとおりです。
お詫びして訂正いたします。

次号は４月30日㈭発行予定

本紙は原則、毎月第１木曜日に発行していますが、次号は大型
連休による編集・印刷業務の都合により４月 30日㈭の発行と
なります。ご了承ください。

いわてまちIwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper
いいい ◆お知らせ◆

広報いわてまち№ 730（令和２年４月号）は、
新型コロナウィルス感染症拡大予防対応により、
さまざまなイベントが中止・延期になったこと
に伴い、「まち・ひときらり」のコーナーを休止
し、内容を一部変更してお届けしました。
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このコーナーでは、町が 2020 年東京五輪ホストタウンとして迎えるアイルランドについて学び、同国のことを知るために国の特
徴や同国代表女子ホッケーチームの情報をシリーズでお届けします。　　  町教育委員会社会教育課 62 － 2111 内線 342 へ
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アイルランドの首都ダブリンに建てられたダブリン城。
1226年に建設された当時の姿で今も残されています
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  石神の丘美術館  62－1453

４月25日（土）～６月７日(日）
会　場 :企画ギャラリー
観覧料 :無料
休館日：５/11㈪、18㈪、25㈪、

６/１㈪

石神の丘美術館コレクションによるプレオープン展
おしらせ

ア

イル
ランドへの架け橋

ア

イル
ランドへの架け橋

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
三
つ
葉

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
知
ろ
う
！

　

町
の
皆
さ
ん
、広
報
い
わ

て
ま
ち
い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
対
応
に
追
わ
れ
る
な

か
、卒
業
式
に
も
影
響
が
及

ん
で
い
ま
し
た
。
感
染
予
防

も
あ
り
、例
年
参
加
し
て
い

る
在
校
生
は
不
在
。
生
徒
だ

け
で
は
な
く
、多
く
の
人
が

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
卒
業
式

に
臨
む
光
景
は
感
染
を
予
防

す
る
た
め
と
わ
か
っ
て
は
い

る
も
の
の
、違
和
感
を
ぬ
ぐ

い
き
れ
ま
せ
ん
。
卒
業
生
が

う
れ
し
そ
う
な
表
情
で
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
巣
立
つ
こ

ろ
に
は
猛
威
を
振
る
う
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
し

た
世
界
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
ね

が
う
ば
か
り
。
皆
で
元
気
に

新
年
度
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

遠
藤
康
平

ホストタウン事業を盛り上げよう！ホストタウン事業を盛り上げよう！

石神の丘美術館屋外展示場は、
2020年７月１日〈花とアートの森〉
としてリニューアルオープンします。

６月30日までは、工事のため
屋外散策ができませんのでご注意ください。

〈花とアートの森〉へつづくみち
　1993年に開拓した石神の丘美術館。その背景や今回のリニュー
アルに向けての取り組みを作品や資料を通じ紹介します。
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